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おしどりネットのiPhone, iPad接続
• ２０病院の電子カルテ（SS−MIX2形式）、DICOM画像を

• 世界標準（IHE-XDS/XDS-I）で統合してPHR化

• Thin-client基盤で参照する。



Oshidori Note
• every medical institutions
• Text data with images ・



医療DX （デジタルトランスフォーメイション）
• 書籍、音楽のコンテンツの電子化 → データ保存→ 宅配システム→ 配信システム統合
• → 市場、社会の変革：本屋↓、CD店↓、サブスクへ
• 医療情報の電子化：2000年 → DX ・・・医療機関に行かなくなる？
• モバイルヘルス(m-Health) → 医療機関受診↓ 在宅医療 → コロナ禍、働き方改革

• モニタリング
• スマホから歩数、脈拍、睡眠、症状、食事写真、：継続モニタリング
• 小型センサー開発
• 未病段階の介入（生活習慣病、フレイル予防、）
• （診療情報と統合して統計処理、AI利用）

• デジタル治療、SaMD(Software as a Medical Device) D to P with?, D to D, 
• 受診指示・投薬指示、禁煙ソフト、発達障害、精神科、糖尿病、心疾患リハ、フレイル対策
• タイムリーな介入

• オンライン治験
• 治験者の公募、脱落防止、

• 医療機関間接続、政府、自治体、災害、言語支援、生活支援、介護系ネット、 、、 と接続
• 被ばく線量管理（→ 検査プロトコール改善）、業務の効率化、迅速化、→ → 



世界・おしどりネットのEMR, EHR, PHR, DB, mHealthの情報の流れと⽬的
• EMR: 医療機関の診療情報

• 医療は国のサービス
• 英国、北欧、オランダ
• ID：生年月日＋４、５桁

• EHR：医療機関診療情報の統合
• 社会的対策

• コロナ対策、感染症対策 迅速化
• 希少疾患拠点化（デンマーク）

• 研究・・・個人の経過＝PHR表示 統合ID
• 薬剤効果、副作用
• 臨床研究・・・→リアルタイム判断支援

• 個人アクセスすれば、PHRに（フィンランドKanta, 将来のおしどりネット）

• PHR: 個人診療情報の統合 時系列
• 個人の医療機関での診療・副作用
• *個人検査履歴→ 個人の正常値→ 早期診断
• ＋健康、mobile Health, 
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m Health
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DB
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英国でDB販売
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⽇本のEMR, EHR, PHR, DB, mobile Healthの情報の流れ

• 実線︓データ統合
• 点線︓⾒える化

EMREMREMR
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SSーMIX HL7?

マイナポータル

電⼦カルテ情報交換サービス（仮称）４、5年保管
オンライン資格確認等システム
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国の戦略手順に沿ってデジタルサービスが構築されています。
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My Kanta Pages since May 20, 2010
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My Kanta ページ（全国の患者がアクセス可能な電⼦健康記録）へのサインイ
ンと訪問者数の⽉別推移（フィンランド、2010年〜2021年）
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ハイブリッド戦略を⽀える︓ 追跡、隔離、治療

Twitter: @reponenjarmo
https://www.omaolo.fi/palvelut/oirearviot/649

症状 情報 結果 ガイダンス

1. アプリ（隔離 – 治療） 第1波から：
OMAOLO COVID-19 
症状検診:

- 携帯電話を使って、医療機関に接続できます。



おしどりネットの内容の特徴︓技術と利⽤⽬的の関係
l患者の選んだ医療機関の診療情報→医療機関が許可した職員参照、 （not包括同意）

l救急時対応登録：救急時対応同意患者には未診療救急医療機関で参照可能 →包括同意
l入力：数時間毎の差分取得 →継続統合      vs受診時のみ送信？

←専用回線+個別のVPNの常時接続 県情報ハイウェイ利用/ケーブルTV/フレッツ光で全国接続可
＊鳥取市立病院、＊岩美病院、＊日野病院 ＊米子市内の病院有線TV（情報政策課の補助）災害輻輳対策

l全オーダ対応：病名、アレルギー、全検査結果、処方、注射、画像検査、処置、 vs43検査 x処方x注射
l文書対応：CDA, PDF：医師日々記録看護記録、リハ記録、→ 2025年度追加 vs３文書
l検査会社連携で診療所の検査結果      vs 診療所カルテ後？
lおしどりノートによる文章＋画像登録：診療所からの入力 → PHR患者からの入力へ  vs 紹介先のみ
l画像保存：DICOM画像、軟部条件、肺野条件、骨条件、拡大縮小、ROI等 診断表示GE  vs ？
l EHRのPHR表示：全医療機関情報を患者毎に時系列表示 →アクセス管理すれば、即PHR
l XDSからDB化：→処方注射と検査をグラフ化(薬剤副作用を検査結果で見るために)  vs ？

l→ 将来は処方に注意発信 ←＊個人の正常値の重要性！（過去全データの時系列収集）
l名寄せ管理のIHE-PIX ：各医療機関のサーバと患者IDを表形式管理 →各医療機関のIDでアクセス可能

l→統合ID不要（内部で統合データには利用）・・・学認、EduroamのSAML認証類似



おしどりネットの技術的特徴と将来性
l 中央保管ー参照ログ管理・・・漏洩対策
l 参照：専用/Internet：シンクラ基盤 → 安全＋高速＝低帯域 大容量フラッシュメモリーにより動画含め高速表示

l 画面転送型→アプリはサーバ側のみで追加修正
l iPhone iPad対応：←往診時対応、働き方改革対応、

l → PHR利用基盤が別参照ネット →簡易医事オーダエントリも将来
l IT-BCP対応：リアルタイムバックアップ参照、

l → IT-BCP対応でも サイバー攻撃時にウイルスの残留と証拠保全でネットワーク使用できない状況→別参照ネット必須
l 病院の往診時カルテ参照・働き方改革
l →県のデータ取得の効率化、

l →災害時基盤に： 県の情報ハイウェイ利用は輻輳対策にも有益
l ←利用者登録、患者登録の容易さ
l →過去診療情報（複数医療機関の）、避難所データ入力＝医療機関参照、県内医療機関入院後：参照

l 日本標準SS-MIX2, DICOM＋世界標準IHE-PIX, XDS, XDS-I(IBMカナダで稼働＋GEベルギー稼働)
l 海外稼働システムの導入→早期稼働、経費節減、安定稼働

l オンライン分散登録：各医療機関間で登録管理→窓口管理業務の分散（人件費削減）、カード発行無し、
l 紹介状サービス：HPKIを使った紹介状システム 5年前に作るも予約系の連動なく病院の業務負担もあった。
l VPN内のTV会議
l 将来：患者ポータルサイトとして、AI基盤となるEHRーPHRデータベースとして ビッグデータ解析



ネットワーク概要（鳥取県情報ハイウェーとの関係含む）

患者情報サーバ
XDS/XDS-I, 

名寄せサーバ

認証サーバ

患者情報
（名寄せDB）
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基幹システム（鳥大病院）
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（中間サーバ）
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画像
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電子カルテサーバ

ＰＡＣＳサーバ
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SS-MIX
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SS-MIX2サーバ

町内
LAN

F/W,    VPN VPN,   F/W

Soft Ware VPN,   F/W電子カルテ/
画像情報

NTT

電信柱、国道

ケーブルTV
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統合カルテの表示：患者毎の時系列



アレルギー情報、病名情報表示：医療機関毎



検査結果︓病院＋診療所の検査結果を時系列表⽰、検査毎の基準値表⽰



処方 入院中の処方データ



注射の実施情報 ⼊院中の処⽅オーダ＋実施情報＊



PACS viewer button



Viewer starts from thumb nail image



PACS viewer



Thin-Client Infrastructureの１つ、SBC : Server Based Computing
• 鳥取大学病院の電子カルテ更新時に日本で初めて電子カルテ基盤に導入（2008）
•  G0-Global：画面の差分送信で必要帯域狭い。→ 院内ネット負荷軽減、低速インターネット上でも高速通信
• サーバ安全性：画面転送＋マウス・キーボード情報通信に限定される vs DBアクセス、ファイル送受信
• 端末の安全性：端末のデータ残らない。

Server-Client model

SBC model

Data

Data

Client
Servers

SBC server

Key board, Mouse

Image (API)

Client application

Client application
Servers

Client

transferring screen image
(no real data)

メリット
・端末安価
・端末故障しない
・端末管理コスト軽減
・通信1/100-1000
・無線LAN負荷軽減
・端末感染に強い
・HDD無、サーバ通信
・利⽤中の端末更新も

仮想ブラウザ
→ メール・ホームページ

の感染対策



外部接続（FW-GW-VPN-network-Server）と標準化

• 管理権限を病院に、（ID, パスワード）は病院管理、相手側は一利用者として接続する。
• FW

• WAN, DMZ, LAN
• *専用回線も外部は外部
• 全て拒否、一部通過、
• 相手の限定、利用時間の限定
• 方向とプロトコール、ポート制限

• Router
• VLANの設定
• 接続端末・方向とプロトコール、ポート制限

• GWの設置
• 認証、権限制限
• 通信の限定
• ファイル変換/ウイルス排除← 標準ファイル

• Server
• 認証と権限制限 (管理者と利用者権限)＊ソフト導入させない
• 通信の制限
• ファイルの限定/ウイルス排除 ← 標準ファイル

EMR SS-MIX2
SS-MIX2
GW

XDS

FW
(vpn)

FW
(vpn)

Private N.
+vpn

or VPN

おしどりネットの収集通信

Server

医療機関の管理責任
設定と監視

GW
Server

GW
Server Server

GW
Server

おしどりネットの管理責任
設定と監視

Router Router Router Router

Router

Copy right © 2025 Hiroshi Kondoh

＊
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患者参加申請 ＊写真の書式は旧版です。

患者名寄せでは
・AがAであり、Bでないことが重要。

・同姓同名同生年月日は大学病院で存在する。事故も発生！
・シナリオ：結婚転居、退職転居
・×保険証、住所、配布カード

・患者を特定する情報が欲しい
・緊急でもわかるものが良い。

自動車免許、携帯電話

・名寄せ間違いの責任を誰が取るか。
・電子カルテの無い医療機関の名寄せも意味がある。



患者さん登録の運⽤フロー →管理業務の分散化

病院電子カルテ 病院電子カルテ 病院電子カルテ

XDS/XDS-I viewer

地域連携ポータル

認証サーバ

SBC

病院電子カルテ端末

病院電子カルテ端末

SBCサーバ

患者名寄せDB

Virtual server & virtual VPN

SBC

病院電子カルテ端末

SBCサーバ

病院毎共通ID
パスワード
患者ID

①

② ③

④

⑤

⑥ ⑦

⑧

⑨

大学病院のサーバ室

©Hiroshi Kondoh, Division of Medical Informatics, Tottori University Hospital

県情報ハイウェー／インターネット＆ VPN

SS-MIX2

DICOM server

XDS-GW, DICOM-GW
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おしどりネットの過去画像表示：サーバ間はInteroperability!
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各病病院 DICOMサーバ
オリジナル画像データ

DICOM通信

センター・サーバ
オリジナル画像データ

シンクライアント
VPN

サーバーサイド
画像処理

画像確認・伝送命令

Query & Retrieve

患者登録1年前からの画像収集、
それ以前の画像が欲しい（術前など）

センター・サーバ間の通信の実際



EMRがクラウド化され、全てがクラウド上で通信する

• クラウドサーバ間で安全に高速通信により
• 個人は１つのポータルサイト接続で安全
• オンライン診療、m Health、宅配のお薬
• 在宅医療、介護施設
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